
西条柿生産農家   三浦   求
（みうら・もとむ）

「農家、ときどきマジシャン」

　今回の「地域人」は、西条柿生産農家でマジシャン活動
をされている三浦  求さんをご紹介します。

活動のきっかけ
　本業は西条柿生産農家です。地域の若手が不足してい
ることから今まで様々な地域の活動を手伝ってきました
が、体力的なこともあり、近年は少しずつ活動数を減ら
しています。公的なものとしては、浜田市身体障害者福
祉協会三隅支部の支部長を務めており、協会員との交流
会のお世話や浜田市との窓口になっています。年1回の
協会員との交流会では講師を招いての講演会や、協会員
による演芸もありますが、私も交流会で手品を披露して
います。

マジシャンとして
　手品が好評で、今では小学校や公民館、老人保健施設
や病院などで、年に数回公演活動をするようになりまし
た。会場が異なる1日2公演の時など、準備に時間がかか
るため忙しい思いもしますが、失敗をしないようにプロ
フェッショナルに徹しています。その割には公演中に手
品のタネがバレたりして、大爆笑、なんてこともありま
すが（笑）
　手品に使う道具は、自分で材料を買ってきて作ること
もありますが、マジシャンテーブルなど手作りで作成
が難しいものは購入しています。公演時のアシスタント
は、主に妻にお願いしています。妻の手が借りれないと
きは、息子や孫に手伝ってもらったりしていますが、
これが実に楽しい。時には家族がアドバイスをくれるこ
ともあります。例えば、公演時の音楽も観客の年齢層か
ら演歌を流していたのですが、手品で定番のあの音楽
に変更したりして楽しくやっています。基本的に購入す
る手品道具は自腹ですが、公演時の喜んでいただける
様子や笑顔を見ると、体が元気なうちは続けていきた
いと思っています。

西条柿生産農家として
　本業の西条柿ですが、敷地内に約1,100本の柿の木が
あります。柿は4～ 5月に伸びた枝の先に花が咲き、実

となります。10～ 11月には収穫期を迎え、収穫後に葉
が落ちた後の良い枝を残しながら、12月～翌年の2月ま
で剪定作業を行います。島根県での西条柿生産は日本で
も有数で、山陰以外でも広島県、山口県などにも出荷さ
れています。また、西条柿は渋柿なので干し柿にもしま
すが、妻がゆずを挟んだ巻き柿を作ったところ好評で、
今ではJAの販売所でも販売されるようになりました。是
非食してみて下さい。自慢の一品になっています。

～取材を終えて～
　剪定作業の忙しい時期に取材させていただき感謝しま
す。並んで写真を撮影した時の、奥様の弾ける笑顔と照
れたご主人の顔が印象的でした。巻き柿を試食させてい
ただきましたがとても美味しかったです。これからもご
夫婦が健やかでいられるようお祈りいたします。
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西条柿生産農家の干し柿

手品を練習する様子

災害訓練に
参加して
　平成30年１月20日（土）に当院で開催された災害訓練
に参加しました。まず初めに災害対応について１時間講
義を受け、その後３時間で災害訓練を行いました。参加
者数56名であり、傷病者数25名の想定でした。

トリアージとは
　災害現場では、できるだけ多くの人を救うため、病気
やケガの緊急度や重症度によって治療や搬送の優先順位
を決めて対応していくことが必要となります。その為、
患者さんを赤・黄色・緑・黒の４つにグループに分け、
優先度の高い患者さんから治療にあたります。これをト
リアージと言います。

患者さんの流れ
　今回、患者さんは院外でトリアージされて搬送されて
くるという設定でした。患者さんは、医事で受付をして、
受付後医事から現場指揮所へ患者情報の連絡が入り、現
場指揮所から各トリアージエリアに患者情報の連絡をし
ます。患者さんは、受付後各トリアージエリアに搬送を
され、必要な治療を受けます。

エリアの設定
　治療を行う赤エリア・黄色エリア、各エリアへの連絡、
病院本部との連絡調整を行う現場指揮所、情報の整理・
現場指揮所との連絡調整・外部対応・病床調整を行う病
院本部の４つに分かれて訓練を行いました。

訓練を終えて
　今回私は、現場指揮所を担当しました。メンバーは医
師２名、看護師５名でした。現場指揮所を指揮する医師、
受信専用PHSの対応のする医師、起こっていることをホ
ワイトボードに書いていく看護師２名、患者情報を紙に
書く看護師１名、患者情報をホワイトボードに書く看護
師１名と私は発信専用PHSを携帯し、他部署への連絡を
担当しました。

　訓練が始まると、現場指揮所には次々に患者情報が入
りました。私は入った患者情報を各トリアージエリアに
伝えました。電話が混線して繋がらず、そうしている間
に次の患者情報が入り、混乱しました。現場指揮所では、
患者情報の他に多くの情報を扱っています。その為、時
間が経つにつれて、この患者はどうなったのか、手術に
は出棟したのだろうか、この連絡は各エリア、病院本部
にしただろうかと不明な点が出てきました。必要な情報
を分かりやすく整理していくこと、メンバー間で情報共
有をしていくことがとても大切だと実感しました。また、
多くの情報が行き来するため患者間違い防止の為に、お
互いにしっかりと声を出し復唱して確認をしていくこと
も大切だと思いました。

　いざというときに冷静に対応できるように訓練を継続
していくことが必要だと思いました。今後に活かせると
ても貴重な経験をすることができました。

外来師長   古谷  玲奈
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